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事 業 概 要

長 寿 社 会 課

事 業 名 内 容

地域介護福祉施設等整 １ 事業目的

備事業 市町村介護保険事業計画及び県介護保険事業支援計画に基

づき、各地域において必要な地域密着型サービス施設の整備

△１７５，０１８千円 及び施設の円滑な開設を促進するために必要な経費について

支援するとともに、特別養護老人ホームの多床室に入所する

利用者のプライバシー保護のために必要な改修費用について△１７５，０１８

支援を行う。

［地域医療介護総合確 ２ 実施主体

保基金］ 市町村、社会福祉法人

３ 事業内容

（１）地域密着型サービス施設等整備事業

△７５，３４０千円

（減額理由）

介護保険事業計画に基づき事業者の公募を行ったが、

応募がなかったことによる。

実施主体 施設種別 施設数
補正額

（千円）

大仙市

定期巡回・随時対応型訪問介護

看護事業所
1 △5,670

複合型サービス事業所（看護小

規模多機能型居宅介護事業所）
1 △32,000

美郷町

定期巡回・随時対応型訪問介護

看護事業所
1 △5,670

複合型サービス事業所（看護小

規模多機能型居宅介護事業所） 1 △32,000

合計 4 △75,340
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（２）介護施設開設準備経費等支援事業

△３１，７７８千円

（減額理由）

介護保険事業計画に基づき事業者の公募を行ったが、

応募がなかったことによる。

（３）特別養護老人ホーム等空間整備事業

△６７，９００千円

（減額理由）

事業実績見込及び事業計画の取下げによる。

実施主体 施設名(施設所在地）
補正額

（千円）

（福）愛生会 ケアホームおおゆ（鹿角市） △2,800

（福）ふたあら福祉会 わかば園（潟上市） △4,200

（福）秋田けやき会 やすらぎホームけやき（秋田市） △60,900

　合計　　３施設 △67,900

実施主体 施設種別 施設数
補正額

（千円）

大仙市

定期巡回・随時対応型訪問介護

看護事業所
1 △10,300

複合型サービス事業所（看護小

規模多機能型居宅介護事業所）
1 △5,589

美郷町

定期巡回・随時対応型訪問介護

看護事業所
1 △10,300

複合型サービス事業所（看護小

規模多機能型居宅介護事業所） 1 △5,589

合計 4 △31,778
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事 業 概 要

長 寿 社 会 課

事 業 名 内 容

地域介護福祉施設等整 １ 繰越の理由

備事業 小規模多機能型居宅介護事業所の整備に対する助成につい

て、次の理由により、建物の年度内完成が困難と見込まれる

【繰越明許費】 ことから、平成２８年度へ繰越するものである。

３７，５８９千円

・ 新たに地盤改良が必要となったことにより、工事に不測

３７，５８９ の日数を要したため。

［地域医療介護総合確 ２ 繰越する事業

保基金］ （１）地域密着型サービス施設等整備事業

（２）介護施設開設準備経費等支援事業

市町村名
整備施設 整備区分

工事完成時期
補助額

（千円）
当初

設置主体 変更後

大館市
小規模多機能型居宅

介護事業所
創設

H28.3.31

32,000
（医）白鳳会 H28.5.31

市町村名
整備施設 整備区分

工事完成時期
補助額

（千円）
当初

設置主体 変更後

大館市
小規模多機能型居宅

介護事業所
創設

H28.3.31

5,589
（医）白鳳会 H28.5.31
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事 業 概 要

長 寿 社 会 課

事 業 名 内 容

国民健康保険財政 １ 事業目的○新
安定化基金積立金 平成３０年度からの国民健康保険制度改革により、県が国

民健康保険事業の財政運営を担う。これに伴い、国民健康保

１５６，８００千円 険の財政の安定化を図るための基金を積み立てる。

２ 事業内容１５６，８００

平成２７年度から平成２９年度までの３ヵ年で国庫補助に

より積み立てを行う。

基金造成予定

平成２７年度 １５６，８００千円（内示額）

平成２８年度 ３１４，０００千円（見込額）

平成２９年度 １，０９７，２００千円（見込額）

合 計 １，５６８，０００千円

【参考】基金の使途

（１）貸付事業

①収納不足が生じた市町村に貸付

貸付を受けた市町村が償還

②県全体で予期せぬ給付増が生じた場合に取崩し

翌年度以降市町村から県への納付金に含めて

徴収し、償還

（２）交付事業

市町村に災害等の特別な事情が生じた場合、

財源不足額のうち保険料収納不足額の１／２以

内を交付

※(1)(2)の詳細は国と地方の協議の場で検討中
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【現行】 市町村が個別に運営 【改革後】 県が財政運営責任を担うなど中心

○平成30年度から、県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率的な事業の確保等の国保運営の中心的な

役割を担い、制度を安定化

・給付費に必要な費用を事業費納付金として県が市町村毎に決定し、徴収

・給付費に必要な費用は、全額、県が市町村に交付

・将来的な保険料負担の平準化を進めるため、県は、市町村ごとの標準保険料率を提示（標準的な住民負担の見える化）

・県は、国保の運営方針を定め、市町村の事務の効率化・広域化等を推進

○市町村は、地域住民と身近な関係の中、資格管理、保険給付、保険料率の決定、賦課・徴収、保健事業等、地域におけるき

め細かい事務・事業を引き続き担う

国保制度改革の概要（運営の在り方の見直し）
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財政安定化基金の設置

県・市町村

貸付

交付

財
政
安
定
化
基
金

（
県
に
設
置
）

償還

給付増分

保険料で賄う部分

保険料
未納分

○ 財政の安定化のため、給付増や保険料収納不足により財源不足となった場合に備え、一般財源から
の財政補填等を行う必要がないよう、県に財政安定化基金を設置し、県及び市町村に対し貸付・交付を
行うことができる体制を確保する。

○ 貸付・・・各年度、財源不足額を貸付。原則３年間で償還（無利子）

○ 交付・・・特別な事情が生じた場合、モラルハザードが生じないよう留意しつつ、財源不足額のうち保
険料収納不足額×１／２以内を交付

特別な事情に該当する場合 ･･･災害、景気変動等

１．趣旨

２．内容

○ 国が全国で2,000億円規模をめざし、国費で創設・順次積増しすることとし、平成27年度に200億円、平
成28年度に約400億円（予算案）を措置。

３．基金規模等

保険料

国
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事 業 概 要

ねんりんピック推進室

事 業 名 内 容

全国健康福祉祭開催準 １ 事業の概要

備事業 平成２９年９月に開催する第３０回全国健康福祉祭あきた

大会の開催準備事業において、大会参加者受入体制準備のた

【債務負担行為】 めの宿泊・輸送等業務を行う。

限度額 ２ 宿泊・輸送等業務の主な内容

２４４，２０９千円 ＜平成２８年度＞

（１）宿泊施設・使用バスの数量調査及び確保

（２）仮配宿計画の作成２４４，２０９

（３）輸送ルートの計画、バス実走調査

（４）総合開・閉会式の駐車場計画

内訳 （５）観光ツアーの検討、決定 など

２７年度

０ ＜平成２９年度＞

２８年度 （１）宿泊・輸送・弁当等の申込受付

５，３３６ （２）配宿、バス手配

２９年度 （３）輸送ルートの確定

２３８，８７３ （４）開会式にかかる誘導看板の設置 など

＜平成２８・２９年度共通事項＞

［秋田県高齢者健康保 （１）宿泊・輸送センターの設置・運営

持及び地域支援体制 （２）参加者等宿泊申込システムの構築・運用・保守

整備基金］
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事 業 概 要
健 康 推 進 課

事 業 名 内 容

あきた未来づくり交付 １ 繰越の理由

金事業（三種町分） 「みたね型クアオルト」の総合窓口を設置する高齢者交流

施設さざなみ苑及び健康保養施設ゆめろんの改修工事の着手

【繰越明許費】 時期が予定より大幅にずれ込み、計画していた工事の年度内

２００，０００千円 完成が困難となったため、交付金について平成２８年度へ繰

越するものである。

２００，０００

【参考】三種町の事業内容

ドイツで広く普及し、国内でも取り入れられているクアオル

ト（健康保養地：自然や環境と運動療法などを組み合わせた保

養地）を参考に、町内三地区の温泉施設や総合体育館などを拠

点として、町の自然環境・地形を活かした独自の運動プログラ

ムと、温泉入浴及び健康食等を組み合わせた「みたね型クアオ

ルト」を構築するとともに、町民の全てが取り組むことができ

るように推進する組織を設立し、町民一人ひとりの健康に対す

、 。る意識の向上と 自主的・継続的な健康づくりの実践を目指す

２ 繰越内容

平成27年度交付決定額内訳 （単位：千円）

交付事業名 事業費総額 交付決定額 その他

健康づくりプログラムの作成及び
サポート体制の構築

6,225 6,225

健康づくりの拠点施設等整備 488,190 200,000 288,190

町民参加による健康づくりプログ
ラムの推進

7,000 7,000

計 501,415 200,000 301,415

町事業費総額　 （単位：千円）

年 度 27 28 29 30 計

当  初 501,415 18,125 18,313 18,313 556,166

(うち交付金） (200,000) (0) (0) (0) (200,000)

変更後 211,962 307,578 18,313 18,313 556,166

(うち交付金） (0) (200,000) (0) (0) (200,000)

変更となる事項 （単位：千円）

H27事業費 変更後事業費

（うち交付金） （うち交付金）

501,415 211,962 △ 289,453

(200,000) (0) (△200,000)

交付金2億円全額を繰

越する。

増減額 備考
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事 業 概 要

医 務 薬 事 課

事 業 名 内 容

地方独立行政法人秋田 １ 事業目的

県立病院機構支援事業 秋田県立病院機構運営費交付金について、次のとおり所

（地方独立行政法人 要の補正を行う。

秋田県立病院機構

運営費交付金）

２ 事業内容

８,１２６千円 ○病院の建設改良に要する経費等の実績減（脳血管研究セン

ター及びリハビリテーション・精神医療センター）

８,１２６ △２，４４７千円

○脳・循環器疾患の医療提供に係る体制整備経費（脳血管

研究センター）

１０，５７３千円

旧成人病医療センターの施設設備使用に当たり交換の

必要が生じた自家発電機の設置や設備の不具合の修繕等

に要した経費
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秋田県国民健康保険財政安定化基金条例案の概要

長 寿 社 会 課

１ 制定理由

市町村の国民健康保険の財政の安定化を図るため、国民健康保険法（昭和３３

年法律第１９２号）第８１条の２第１項各号に掲げる事業に充てる資金として、

同項の規定に基づき、秋田県国民健康保険財政安定化基金を設置する必要があ

る。

２ 内容

市町村の国民健康保険の財政の安定化を図るため、国民健康保険法第８１条

の２第１項各号に掲げる事業に充てる資金として、同項の規定に基づき、秋田

県国民健康保険財政安定化基金（以下「基金」という。）を設置することとす

る。（第１条関係）

基金の積立て、現金の管理、運用益金の処理、現金の繰替運用、相殺のため

の処分及び知事への委任について定めることとする。（第２条～第７条関係）

３ 施行期日等

この条例は、公布の日から施行することとする。

この条例の施行に関し所要の経過措置を規定することとする。
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